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市民と警察のつどい
「市民と笹察のつどい」が、 9月 9日、上回合同庁舎の前庭で行われました。 このつどいは 野察

の活動を市民に紹介する中で、防犯や交通安全などに理解 ・協力してもらおうと聞かれたものですイ

大勢の見物人が見守る中、小学生による自転車の安全運転模範演技や逮捕術訓練、警察犬の訓練、 白

ノ〈イ訓練などが次々と披露され、盛んな拍手を受けていました。(写真=飛び入リで自転車の安全逆
転模範演技に挑戦)

主な内容 市民と市長の日

「市民と市長の日」を 10月 1日

(Jj)午前 9時から午後 4時まで、市

役所 3階市長室で行います。

~、~ノVヘノ"'"ハ~‘、./'./、./'./~

農地問題相談日

「農地問題相談」を 10月 1日()j)

午前 8時30分から午後 5時ま で、

市役所 2階農業委員会事務局て行
います。

9月定例市議会、上田駅大星線・今年から若手・・・・・2 ・3ページ

観光会館ヵ、オープン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・.....4・5ページ

定期監査の結果公表・・・・ー....................................一.1)ペーごJ

fお守寄 りを敬う作文」過去最高の応募120編 6・jぺーし

l地誌を見る会Jに御参加を ・・ー...................・・・・・・・・・・・8ページ
カメラレポ・・・ .. 9ページ
お知らせ.....

....10・"ページ
必ず受けよう、犬の登録と子防注射 12ぺーシ、

選挙特集 ・ー・ ・・・・・ ・・・・・・ ・ー・・ー・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ー ・・・・・・特集 1 ~ 4 ページ
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上回バイパスへ接続する

上田駅大星線、今年から着手
|9月定例市議会 l

憾
の
御
協
力
に
よ
り
利
用
状
況
は
極

め
て
良
好
で
す
。
自
転
車
駐
車
場
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に

えつ広報ー 第 919号919号~

9月定例市議会が9月5日から始まりまし

した。市議会は、 9月19日まで15日間の会期 i

iで聞かれます。今回は、「一般職の職員の給与 i

iに関する条例の一部改正案」、「上田市消防団 i

j員等公務災害補償条例の一部改正案」、「昭和 j

: 59年度上田市一般会計補正予算案」など12議 :

i案が提案・審議されています。

市
長
提
案
説
明
要
旨

松
く
い
虫
防
除
に
努
力

松
の
大
敵
、
松
く
い
虫
が
、
六
月

二
十
五
日
に
緑
が
丘
地
籍
の
裏
山
で

確
認
、
発
見
さ
れ
て
以
来
、
直
ち
に

「
上
田
市
松
く
い
虫
防
除
対
策
本
部
」

を
設
置
し
て
、
被
害
の
調
査
に
あ
わ

せ
、
被
害
木
の
焼
却
処
分
を
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
付
近
の
保
存
木
、

市
の
史
跡
、
公
共
施
設
な
ど
の
松
に

対
し
て
は
、
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
、

ま
ん
え
人

蔓
延
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

マ
非 償 よ

条 回
例 市
の 消
一 防
部 団
改 員
正 等

ハA 

務
災
害
補

上
田
市
福
祉
会
館
の
設
置
目
的
で

あ
る
障
害
者
の
日
常
生
活
訓
練
、
社

上
岡
市
観
光
会
館
が
開
館

上
田
市
観
光
会
館
の
建
設
工
事
は
、

九
月
二
十
日
の
開
館
を
目
指
し
て
、

最
後
の
仕
上
げ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
管
理
は
上
田
商
工
会
議
所
に

委
託
を
し
、
観
光
の
拠
点
と
し
て
休

憩
所
、
名
産
品
売
場
、
実
演
展
示
場
、

総
合
展
示
室
な
ど
を
備
え
、
観
光
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
場
産
業
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
憩

い
の
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
越
道
建
設
で
住
民
大
会

臨緑樹輸相...Jc.."川 弘 持3

提案説明をする永野市長(手前)

さ
る
七
月
二
十
五
日
、
上
田
市
民

会
館
で
開
催
し
た

「
関
越
道
上
越
線

建
設
・
地
域
道
路
網
整
備
促
進
住
民

大
会
」
に
は
、
千
七
百
人
余
の
御
参

加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
大
会
の

趣
旨
に
沿

っ
て、

次
期
「
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
」

に
お

い
て
整
備
計
画
路
線
の
決
定
が
な
さ

れ
る
よ
う、

強
く
運
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
田
駅
大
星
線
の
改
良

k
田
パ
イ
八
ス
へ
接
続
す
る
ヒ
田

駅
大
弘
線
の
改
良
は
、
延
民
千
ト
丘

ぃ、

脳
同
十
八

l

、
総
事
業
仰
H
-

一十

一
億
円
の
事
業
で
、
こ
の
た
び
国
庫

補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
地
元
関

係
者
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
上
田
バ
イ
パ
ス
・

市
街
地
聞
の
幹
線
道
路
と
し
て
、
交

通
量
の
変
化
に
十
分
対
応
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
牧
橋
の
取
付
道
路

小
牧
橋
関
連
の
取
付
道
路
は
、
上

堀
側
は
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
小
牧
側
は
、
こ
の
た
び
よ
う
や

く
関
係
者
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

地
権
者
の
皆
様
に
調
印
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
御
協
力
、
御
理
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
地
権
者
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
年
度
内
完
成

を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
田
駅
に
自
転
車
駐
車
場

駅
周
辺

の
放
置
自
転
卓
対
策
は
、

駅
前
ビ
ル
、
バ
ス
停
留
所
付
近
の
肱

置
自
転
車
の

一
婦
、

歩
行
者
の
安
全

通
行
を
図
る
た
め
、
上
田
駅
構
内
に

向
転
車
駐
車
場
を
設
許
し
て
、
八
月

一
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た

収
在
台
数
は
二
円
台
余
て
す
が
、
地

元
自
治
会
は
じ
め
、
関
係
団
体
め
皆

し費
たと
ほし
かて

市 千
氏 二
か百
ら万

f の円
御余
寄を

どf
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仰
の
御
協
力
に
よ
り
利
用
状
況
は
極

め
て
良
好
で
す
自
転
車
恥
車
場
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

高
度
技
術
工
業
集
積
の
地
域
開
発

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
浅
間
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
は
、
七
月
七
日
に
上
回
、

小
諸
、
佐
久
の
三
市
と
周
辺
の
六
町

一
村
の
関
係
行
政
機
関
、
団
体
な
ど

の
構
成
に
よ
る
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
開

発
構
想
策
定
に
あ
わ
せ
て
、
上
田
市

で
も
総
務
部
に
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
を
担

当
す
る
係
を
設
け
、
こ
の
構
想
に
十

分
反
映
で
き
る
地
策
を
講
じ
た
い
と

巧
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、

地
域
の
産
業
を
は
じ
め
、
活
気
に
満

ち
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
に

な
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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条
例
の
改
正
案

マ
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

個
人
年
金
共
済
制
度
の
実
施
に
よ

り
こ
の
共
済
掛
金
を
給
与
か
ら
差

し
引
く
た
め
の
改
正
を
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
政
正

非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消
防
団
員

な
ど
に
対
す
る
損
害
補
償
基
礎
額
の

引
き
上
げ
を
行
う
な
ど
所
要
の
改
正

を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
八
億
七
百
三

十
五
万
五
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
総
額
は
二
百
五
億
七
千
七
百
三
十

一
万
一
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
三

・
八
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
で
三
億
七
千
四
百
万
円
余
、

繰
入
金
で
二
億
円
、
市
債
で
一
億
九

千
九
百
万
円
余
な
ど
、
い
ず
れ
も
収

入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
協
議
会

へ
の
負
担
金
は
、
国
が
先
端
技
術
産

業
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
進
め
て
い

る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
を
受
け
る
べ

く
設
立
さ
れ
た
同
協
議
会
に
対
し
、

負
担
す
る
も
の
で
す
。

*
民
生
費

上
田
市
福
祉
会
館
の
設
置
目
的
で

あ
る
障
害
者
の
日
常
生
活
訓
練
、
社

会
適
応
訓
練
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
を
含
め
、
委

託
料
と
し
て
二
百
二
十
四
万
円
余
を

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

民
間
保
育
施
設
近
代
化
事
業
補
助

金
は
、
私
立
保
育
園
の
か
ね
て
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
施
設
お
よ
び
設
備

の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

*
農
林
水
産
業
費

農
林
関
係
で
は
、
果
樹
総
合
対
策

推
進
事
業
補
助
金
と
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
プ
レ

ヤ
l
二
台
購
入
に
三
百
二
万

八
千
円
、
地
域
特
産
養
漁
生
産
流
通

対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
、
モ
ロ
コ

養
殖
池
田
面
設
置
に
八
十
六
万
六
千

円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業
関
係
で
は
、
市
内

上
田
原
字
島
原
ほ
か
二
十
三
地
区
の

水
路
の
改
修
事
業
が
あ
り
ま
す
。
今

回
、
用
水
路
の
維
持
と
災
害
未
然
防

止
の
面
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、
二

千
万
円
を
計
上
し
、
水
路
の
郡
上
げ
、

補
修
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
県
単
事
業
で
は
、

神
畑
地
区

四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備
に

一
千
五
百
万
円
、
さ
ら
に
非
補
助
土

地
改
良
事
業
と
し
て
、
市
内
吉
田
字

裏
沖
の
農
道
新
設
工
事
費
に
一
千
四

百
万
円
な
ど
の
事
業
費
を
計
上
し
て

幅
員
十
八
灯
、
総
事
業
費
二
十

一
億
円
の
事
業
で
、
こ
の
た
び
国
庫

あ
り
ま
す
。

*
商
工
費

九
月
二
十
日
か
ら
開
館
す
る
上
田

市
観
光
会
館
を
、
観
光
事
業
お
よ
び

地
場
産
業
振
興
の
立
場
か
ら
上
田
商

工
会
議
所
へ
管
理
委
託
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
の
委
託
料
と
し
て
百

八
十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
費

道
路
維
持
、
道
路
新
設
改
良
お
よ

び
河
川
維
持
の
た
め
、
工
事
費
で
総

額
二
億
五
千
三
百
万
円
余
を
計
上
し

て
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
維
持

補
修
に
配
慮
し
、
地
域
の
要
望
に
応

え
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

街
路
事
業
で
は
、
上
田
駅
大
星
線

改
良
事
業
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て

採
択
の
見
通
し
か
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
用
地
買
収
費
で
二
千
九
百
八
十

万
円
余
を
計
上
。
公
園
事
業
で
は
、

す
で
に
着
工
の
長
池
公
園
に
子
供
広

場
の
整
地
と
遊
具
の
設
置
の
た
め
、

二
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
消
防
費

本
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
大
屋
分

遣
所
の
施
設
を
上
田
市
消
防
団
第
十

分
固
め
詰
所
と
し
て
、
施
設
整
備
を

図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
、
箸
鐘
楼

の
工
事
を
含
め
て
百
五
十
二
万
円
ほ

ど
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

*
教
育
費

市
内
各
小
・
中
学
校
の
営
繕
工
事

収
容
台
数
は
二
百
台
余
で
す
か
、
地

元
自
治
会
は
じ
め
、
関
係
団
休
め
皆

費
と
し
て
二
千
二
百
万
円
余
を
計
上

し
た
ほ
か
、

市
民
か
ら
の
御
寄
付
に

基
づ
き
実
施
す
る
も
の
が
主
で
す
。

新
設
の
南
小
学
校
ほ
か
図
書
室
へ

の
図
書
購
入
費
三
百
五
十
万
円
、
お

よ
び
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会

で
、
育
成
会
旗
一
式
を
作
成
す
る
た

め
の
補
助
金
百
五
十
万
円
が
あ
り
ま

す
。

い
ず
れ
も
市
内
上
田
原
九
一
二

番
地
一
・
久
保
角
太
郎
様
か
ら
の
御

寄
付
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

完
成
が
待
た
れ
る
中
央
公
民
館
・

文
化
会
館
へ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

購
入
費
四
百
五
十
万
円
は
、
市
内
上

回
二

O
五
六
番
地
・
橋
本
博
様
か
ら

の
御
寄
付
に
よ
る
も
の
で
す
。

秋の全国交通安全運動9/21--30
昨年 1年間、県下で交通事故によって死亡した

人は208人で、 6年ぶ りに200人を超えました。 そ

こで、今年は交通事故による死者の年間抑止目標

を160人以下と定め、交通安全運動を展開していま

す。運動の重点は・ー①歩行者と自転車利用者の交

通事故防止、②二輪車の交通事故防止、③シート

ベルト着用の推進。
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上
回
公
園
前
に
新
名
所

えつ広報

上
回
公
園
前
の
旧
点
字
図
書
館
跡

に
建
設
を
進
め
て
い
た
「
上
田
市
観

光
会
館
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
九

月
二
十
日
肘
に
は
竣
工
式
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

観
光
会
館
は
、
上
田
城
跡
を
訪
れ

る
観
光
客
に
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で

も
ら
い
な
が
ら
土
産
品
を
買
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
休
憩
を
し
て
も
ら
お
う
と

9月20日に竣工式が予定されている上田市観光会館

「上田市観光会館」案内図

(市内大手2-8-4宮⑫4403)
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上
回
公
国

9月20日に竣工式

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
は
、

上
田
公
園
前
の
新
名
所
と
し
て
、

市

民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ、

利
用
さ

れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り、

地
上
二
階
、

地
下
一
階
で
、
延

べ
面
積
は
九
百
二
十
七
平
方
灯
、
上

田
城
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
屋

根
な
ど
に
は
和
風
を
採
り
入
れ
て
い

ま
す
。
工
事
費
は
約
一
億
八
千
五
百

万
円
。
同
会
館
は
、

補
助
金
な
ど
の

関
係
か
ら
県
観
光
開
発
公
社
が
建
設

し
、
市
が
買
い
取
る
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
、
土
産
物

コ
ー
ナ
ー
、

農
民
美
術
な
ど
郷
土
民
芸
品
の
実
演

展
示

コ
ー
ナ
ー
、
そ
れ
に
休
憩
室
や

食
堂
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
階
に
は
、
総
合
展
示
室
(
四
百
五

十
六
平
方
灯
)
と
会
議
室
が
あ
り
ま

す
。
総
合
展
示
室
は
、
展
示
会
、
作

品
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
に
応

じ
て
部
屋
の
大
き
さ
を
調
節
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
下
一
階

は
機
械
室
で
す
。

観
光
会
館
の
利
用
時
間
は
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
休
館
日

は
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月

一一一
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
同
会
館
の

管
理
お
よ
び
使
用
料
の
徴
収
は
、
上

田
商
工
会
議
所
に
委
託
さ
れ
て
い
ま

す
。

9
入

て

す

時

し

ま

4

念

し

後

室

一

記

催

午

示

一

を

開

~

展

一

と

を

時

合

一

こ

展

、

山

総

一

た

紬

川

前

階

一

し

回

日

午

2

館

上

M

館

一

開

・

~

会

一

が

術

附

光

一

館

美

H

観

会

民

o
n

市
一

光

良

す

月

田

一

観

ら

て
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定期監査の結果公表
永野裕貞殿

竹 内 義憲殿
宮入英夫殿

上田市監査委員小池 守

同 石井重義

上田市長

上 回市議会議長

上田市農業委民会会長

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第 3項の規定に基つ弓、昭和

59年度第 1固め定期監査を執行したので、同条第

8項の規定によ り、その結果を下記のとお り報告
する 。

戸
Uz--ロ監査実施期間

昭和59年 4月16日から昭和59年 8月25日まで
監査の範囲

昭和58年度における財務に関する事務処理の

状況、契約および工事の状況などについて
3 監査の対象

社会部 福祉課(点字図書館、乳児院、母子寮、

児童館)、社会課(母子健康センタ一、

相染問)、保育課(保育園26園)、同和

対策課、福祉事業センタ一(西塩田、

中塩田、 川西各事業所)、報思寮、老人

福祉センタ一、産院、 川西社会福祉 セ

ンタ一、塩田解放会館、城南解放会館、
中央解放会館

農林謀、土地改良謀、農村整備課(農

村環境改善センター)

管理課、土木課、都市計画課、下水道

十 一 課、建築課、建築指導課

話策鷺 交通対策課、国道バイパス課

水道局 業務課、工務課、浄水管理事務所
農業委員会事務局

4 

農政部

建設部

監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむ
ね適正に処理されているものと認めた。

出先機関の現場監査については、社会部30施
設、農政部 1施設、水道局 1施設を対象に実施

したが、その管理は、おおむね適切であると認

めた。工事現場監査については、 抽 出により農

政部関係 6か所、建設部関係17か所、水道局 1
か所の工事を対象に実施 したが、いずれも設計

書のとお り完成していることを認めた n

なお、それぞれの監査箇所におけ る細部の指

摘事項については、そのつど留意または改善を

促し た。今後とも行政の多様化にともない増大

する事務処理にあたっては、常に能率化および
効 率化に配意されるよう望むものである 。

2 

ロ

日曜広場で、動物パレード
9月20日から 26日までは動物愛護週間です。こ

の週間にちなみ、動物愛護会上小支部で、は、 9月

23日に動物ノぞレードを開催します。

と き・・9 月23日(11)午後 1時から

ところ・・・海野町日叫広場

内 容…動物ノ、レート'、犬猫の健康診断、

練実演など

上岡市戦没者追悼式を開催
上田市は、戦争により犠牲になられた方々への

追悼の意を表わすとともに、平和への押いを新だ

にてるため59年度上田市戦没者追悼式を次のとお
り千丁います。

と き・・10月2日(火)午前10時30分から正午

ところ・・・上田市民会館

服 装ー・半服

〈社会課E⑫4100内線378>
火;の，JII
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Lお年寄りを敬う作文.

えつ広報戸第 919号

市
で
は
、
お
年
寄
り
を
敬
う
思
想

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
三
年
前
か
ら

「
お
年
寄
り
を
敬
う
作
文
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
パ
移
築
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
百
二
十
制
と
過
去
最
高
の

応
募
が
あ
り
、
内
訳
は

一
般
が
二
編
、

小
学
生
四
十
二
制
、
中
学
生
七
十
六

制
で
し
た
。

作
品
は
、
す
べ
て
敬
老
思
想
の
普

及
に
役
立
つ
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

~ ~J' -.... 

送
V
A
V

盆栽クラブで活動する高齢者学園の皆さん(老人福祉センターで)

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

係
で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
入

選
作
品
と
し
て
十
六
編
を
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

中
か
ら
三
編
を
掲
載
し
、
残
り
十
三

編
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
「
広
報
う

え
だ
」
で
順
次
紹
介
し
ま
す
。

陥

人

が

入

選

入
選
さ
れ
た
十
六
人
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。
〈
敬
称
略
〉

荒
井
し
づ
子
手
塚
・
七
十
五
歳

市

川

庄

吉

岡

・

六

十

二

歳

斉

藤

裕

子

五

中

・

三

年

森

尻

慎

一

五

中

・

三

年

上

原

美

穂

五

中

・

二

年

金

井

誠

一

五

中

・

二
年

金

井

唯

博

五

中

・

二

年

春
原

さ

お

り

五

中

・

一

年

水

島

利

恵

五

中

・

一

年

小

山

春

乃

室

賀

小

・

六

年

島

ひ

と

み

室

賀

小

・

六

年

宮

沢

裕

美

子

東

小

・

五

年

大

熊

直

子

北

小

・

五

年

酒

井

晃

宏

北

小

・

五

年

土

屋

里

絵

神
科
小
・
四
年

天

谷

麻

紀

神

川

小

・

三

年

こ
の
御
老
人
こ
そ

親
神
様
で
あ
る

今
怖
か
に
過
去
を
振
り
返
っ
て
、

日
記
を
読
み
泡
し
て
み
る
さ
ま
さ

ま
な
世
の
冷
風
を
舷
、
え
て
き
た
私
た

荒井しづ子さん
(手塚・75歳)

ち
。
七
十
の
手
習
い
と
し
て
、
学
ぶ

こ
と
に
身
を
入
れ
よ
う
と
思

っ
て
み

た
が
、
生
ま
れ
出
て
七
十
五
年
間
、

健
康
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
と
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

危
い
橋
を
渡
り
、
月
彬
を
踏
み
し

め
て
は

Laき
、
あ
る
時
は
小
鳥
の
よ

う
に
歌
い
笑
い
、
生
き
か
い
を
求
め

て
働
き
ま
し
た
。
子
供
を
育
て
た
昔
、

太
陽
で
起
き
て
働
き
、
太
陽
で
家
に

帰
っ
た
も
の
で
し
た
。

私
は
手
塚
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

西
前
山
に
嫁
が
せ
た
娘
が
病
気
の
た

め
入
院
し
て
い
ま
す
の
で
、

三
人
の

孫
を
み
る
た
め
に
留
守
番
と
し
て
娘

の
と
こ
ろ
で

一
か
月
ほ
ど
過
ご
し
て

い
ま
す
。
様
子
が
わ
か
ら
ず
困

っ
て

い
た
時
、
近
所
の
八
十
八
歳
に
な
る

御
老
人
が
こ
ら
れ
て
「
お
宅
に
は
、

ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
を
植
え
て
ね
、え
が

ど
う
す
る
い
。
植
、
え
る
な
ら
、
お
れ

の
作
っ
た
百
が
あ
る
か
ら
、
持

っ
て

き
て
植
え
て
や
る
か
な
」
と
言

っ
て

帰
っ
て
い

っ
た
。
少
し
耳
が
遠
い
よ

う
だ

つ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

度
々
見
え
て
畑
の
草
を
刈
「
て
く
れ

た
り
、
野
菜
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ

た
り
、
自
分
の
作

っ
た
野
菜
も
持

っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
私
は
お
茶
を
入
れ
て
、

御
老
人
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し
た
。

こ
の
御
老
人
は
「
お
れ
は
、
動
く
こ

と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
な
。
豚
を

飼
っ
て
い
る
が
、
買

っ
た
エ
サ
じ
ゃ

も
う
か
ら
ね
え
か
ら
、
野
菜
を
た
く

さ
ん
作

っ
て
自
分
で
く
れ
る
ん
だ
。

朝
は
、
豚
が
起
こ
し
て
く
れ
る
し
、

自
然
に
動
く
よ
う
に
な
る
ん
だ
。
暇

を
み
て
は
、
畑
や
野
菜
の
子
入
れ
を

し
た
り
、
道
的
尊
て
も
刈
っ
た
り

蚕
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
な
お
れ
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「
お
年
寄
り
を
敬
う
作
文
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
非
集
し
て
い
ま
す

今
年
は
、
百
二
十
一
制
と
過
去
最
高
の

出 919ら~

長野県知事選挙
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投票日は家族全員で
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制
で
し
た
。

作
品
は
、
す
べ
て
敬
老
思
想
の
普

及
に
役
立
つ
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

今

静

か

に

過

去

を

っ

て

日
記
を
読
み
返
し
て
み
る
。
さ
ま
さ

ま
な
世
の
冷
風
を
越
え
て
き
た
私
た
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投
票
で
き
る
人

次
の
二
つ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
、
こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
ま
す
。

①
投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で

あ
る
人

②
六
月
二
十
九
日
以
前
か
ら
、
引
き

続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
住
民

票
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

県
内
で
住
所
を

移
し
た
場
合

①
転
入
し
た
人

六
月
三
十
日
以
降
に
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
上
田
市
に
転
入
し
て
き

た
人
は
、
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
転
出
し
た
人

上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
、
六
月
三
十
日
以
降

に
、
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し

め

で

は

あ

る

時

は

小

鳥

め

よ

う
に
歌
い
笑
い
、
生
き
が
い
を
求
め

て
働
き
ま
し
た
。
子
供
を
育
て
た
昔
、

投
票
で
き
な
い
人

①
選
挙
人
名
簿
に
峨
ゥ
て
い
て
も
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

②
ま
た
、
宇
佐
な
ど
で
修
学
の
た
め

寮
や
下
宿
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
の

住
所
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
浜
や
下

宿
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
住
民
票
が
上
田
市
に
あ
っ
て

も
、
市
外
に
肘
住
し
て
い
る
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
き
は
、
上
田
市
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

O
投
票
す
る
と
き
は

い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
す
る
と

き
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
長

が
発
行
す
る
引
き
続
き
県
内
に
住
ん

で
い
る
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

こ
の
証
明
占
は
、
市
役
所

ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口
(
住
民
係

な
ど
)
で
無
料
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
証
明
記
を
発
行
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
投
票
に
お
で
か
け
く
だ

支
、
い
。

を
み
て
は
畑
や
野
菜
の
手
入
れ
を

し
た
り
、
道
の
尊
で
も
刈
っ
た
り
、

蚕
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
な

B

お
れ

市
内
で
住
所
を

移
し
た
人

九
月
二
十
三
日
以
降
に
、
市
内
移

動
を
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
属
す

る
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。時間iHi 

ラ畏子支
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
か
、

須
川
、
畑
山
、

長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各
投
両
市
所

は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
御
注
立
く
だ

さ
い
。投

票
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
、
時

閉
め
余
裕
を
み
て
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
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在
日
笈
な
と
で
歩
く
、
一
と
カ
許
し

く
凶
維
な
と
き

の
選
挙
管
理
委
員
会
て
不
作
者
投
票
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
、
名
簿
登

る
こ
と
。
ま
た
、
戦
似
病
者
の
場
合
も

ほ
ぼ
間
程
度
の
障
害
で
、
戦
傷
病
者
手

誌
々
暮
ら
し
の
手
帳
H

編
集
長
・
花
森

川

安
治
氏
の
言
葉
を
御
紹
介
し
て
結
び
と

凡

し
ま
す
。

川

『
雨
が
降

っ
て

t
、
風
が
吹
い
て
も
、

私
は
投
票
所
へ
出
か
け
る
。
自
分
の
好
J

き
な
政
党
が
な
く
て
も
、
自
分
の
好
き
川

な
候
補
者
が
い
な
く
て
も
、
私
は
投
票

川

所
へ
行
く
。

い
つ
か
き
っ
と
、
す
は
ら

川

し
い
政
党
や
す
ば
ら
し
い
候
補
者
が
出

川

る
こ
と
を
信
じ
て
、
私
は
今
日
も
投
票

川

所
へ
行
く
。

』

知
事
選
挙
に
あ
た

昭
和
二
卜

一
年
に
行
わ
れ
た
地
方
制

度
の
改
革
で
、

地
万
向
治
体
の
首
長
は

住
民
の
此
般
選
挙
で
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
リ
ま
し
た
。

翌
二
卜
二
年
四
月
に
は
、
こ
の
改
正

法
に
必
つ
く
初
の
知
事
、
市
町
村
長
選

挙
が
全
国
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
米
、

屈
を
重
ね
、
こ
の
十
月
二
十

一

日
に
行
わ
れ
る
長
野
県
知
事
選
挙
で
十

一
回
を
数
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
過
去
十
固
め
長
野
県
知
事

選
挙
の
当
市
に
お
け
る
投
票
状
況
を
娠

リ
返

っ
て
み
ま
す
と
、

別
表
の
と
お
り

昭
和
三
十
年
の
選
挙
で
は
九

0
・
八
一

ハ
1

セ
ン
ト
と
、
最
高
の
投
票
率
を
記

録
し
ま
し
た
が
回
を
重
ね
る
に
し
た
が

っ
て
下
降
線
を
た
ど
り
、
前
回
五
十
五

年
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
は
五
九

・
一
三

ハ
1

セ
ン
ト
と
、
最
低
の
結
果
に
終
わ

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
す
。
こ

の
よ
う
な
投
票
率
の
低
下
現
象
は
、
泣

年
特
に
目
立

っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
選

挙
に
共
通
の
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
栂
類
、
行
わ
れ
る
背
景
な
ど

で
投
票
状
況
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
責

任
が
す
べ
て
有
権
者
側
に
あ
る
と
い
う

く選挙特集〉ー (3)一一一 昭和59年 9月16日一一一広報う え だ
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こ
と
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
若
年
齢
層

の
政
治
・
選
挙
離
れ
と
い
う
現
象
が
、

昨
年
行
わ
れ
た
一
連
の
選
挙
結
果
に
歴

然
と
し
て
お
り
、
要
固
め
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

現
行
の
議
会
制
民
主
主
義
の
制
度
下

に
あ

っ
て
は
選
挙
が
基
本
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
一
人
一
人
の
積
極
的
な
投
票

行
動
が
良
い
政
治
、
良
い
行
政
へ
の
最

善
策
で
あ
る
こ
と
を
、
も
う
一
度
心
に

刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

雑

知事選挙投票率一覧別表
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投
票
す
る
と
き

@
投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
全
部
郵
送
に

よ
っ
て
お
届
け
し
ま
す
。
入
場
券
は
、

郵
便
は
が
き
一
枚
に
世
情
単
位
の
四
名

速
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ず

つ
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

去、ぃ
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
日
近
く
に

な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管

理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
候
補
者
の
名
前
は
、
は
っ
き
り
書
い

て
く
だ
さ
い
。

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
書
い
た
字

が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
無
効
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
候
補
者
の
氏
名

は
は

っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

@
自
分
で
書
け
な
い
人
は

手
に
け
が
を
し
て
い
た
り
、
{
子
を
知

ら
な
い
で
書
け
な
い
と
き
は
、
投
票
所

め
係
が
代
わ

っ
て
書
い
て
投
票
す
る
と

い
う
、
代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

て 会
く の‘
だ委
さ員 J

L;長;

必 I
-r ， 
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て.1 
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f.J" ; 
し i

@
自
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
投
票
が

で
き
ま
す
の
で、

投
票
管
理
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

(
点
字
の
場
合
は
、

投
票
用
紙
が
変
わ
り
ま
す
。
)

選

挙

公

報

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
凡
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま

す
。自

治
会
長
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
て
、
全
世
情
に
配
布
し
ま
す
が
、
円

治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
樫

由
で
、
直
接
送
達
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
で

く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
万

一
未
着
の
場
合
は
、
各
支
所
ま
た
は
市

選
管
に
予
備
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
御
協
力
を

選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
リ
出

す
場
所
を
、
市
内
三
百
八
十
二
か
所
に

設
置
し
ま
す
。

設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で
は
、

な
に
と
ぞ
期
間
中
め
設
置
場
所
の
提
供

に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
票
の
と
き

・
と
こ
ろ

開
票
は
即
日
で
行
い
ま
す

き
:
・十
月
二
十

一
日
川
午
後
七
時

三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
立
は
明
小
学
校
体
行

山

P
ロ

ρnHP 

と
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心
が
け
よ
う

き
れ
い
な
選
挙
げ

av
選
挙
運
動
は
、
自
由
で
あ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で

av

.
す
が
、
自
由
で
あ
る
と
、
金
や
権
力
や
情
実
に
も
の
を
い
わ
せ
て
、
な
ん
で

av

.
も
で
き
る
(
お
金
が
あ
る
)
人
が
有
利
に
な
り
、
明
る
い
選
挙
が
行
わ
れ
な
.
 

.
 く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

a-

av

そ
こ
で
公
職
選
挙
法
で
は
、
公
平
に
し
か
も
平
等
の
も
と
に
選
挙
が
で
き
.
 

.
 る
よ
う
に
と
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
o
a
-

-

選

ぶ
人
も
選
ば
れ
る
人
も
、
お
互
い
が
ル

l
ル
を
守
り
明
る
く
正
し
い
選
.

A
V
挙
の
実
現
こ
そ
、
よ
い
政
治

へ
の
近
道
で
す
。

A
-

個
人
演
説
会

例
人
減
説
会
で
、
応
按
演
説
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

個
々
面
接

U
市
、
ハ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
山
会
い
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

福
訴
で
投
巣
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

版
刷
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
'H
由
に
で

き
ま
す
。
は
っ
き
り
政
党
名
や
似
補
者

の
氏
名
を
い

っ
て
投
票
を
依
頼
し
て
も

よ
い
し
、
だ
れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
起

動
も
、
実
際
に
で
き
る
の
は
、
立
候
補

の
凶
け
出
が
消
ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日

の
前

H
ま
て
で
す
一
ま
た
、
公
務
以
や

特
定
の
人
は
他
の
法
作
で
机
か
け
や
制
限

を
受
け
ま
す

一
だ
れ
に
で
も
で
き
る

広報うえだ

選

挙

運

動

選
挙
運
動
用
は
が
き

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知
人

な
ど
に
出
す
、
」
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚
偽
や

社
会
秋
山
に
反
す
る
よ
う
な
も
の
で
な

い
か
ぎ
り
円
由
で
す
。

同

一
世
併
内
あ
て
の
場
合
の
表
書
き

は
述
名
で
も
よ
い
が
、
工
場
、
事
業
所

会
社
な
ど
へ
「
御
中
」
ま
た
は
「
御
一

同
様
」
な
ど
と
芹
き
回
覧
す
る
こ
と
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
の
は
か
き
は
、
必
ず
ん
に
め
ら
れ
た

郵
似
川
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

一 部 919サ

し
て
は
い
け
な
い

選

挙

運

動

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲
食

物
(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま

ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た
と
、
え
ば
、

料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ

ー
ル
、
ジ
ュ
ー

ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、

候
補
析
が
選
挙
運
動
員

や
労
務
者
を
出
労
す
る
目
的
で
飲
食
物

を
提
供
す
る
こ
と
や
、
第
三
者
が
似
補

者
を
激
励
す
る
た
め
に
、
陣
中
見
舞
と

し
て
候
補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提
供
す

る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
出
澗
を
も

っ
て

い
き
ま

す
が
、
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

戸
別
訪
問
と
は
、

選
挙
述
動
の
た
め

に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
屑
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

(
官
公
庁
、

会
社
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
も
戸
別
の

な
か
に
は
い
り
ま
す

)

ま
た
、

一
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ
の

状
況
、
内
容
も
ど
に
よ
り
戸
別
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
玄
関
内

に
入
ら
ず
軒
先
、
一
胞
な
ど
で
あ

っ
て
も

戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。
単
な
る
あ

い
さ

つ

名
刺
を
お
い
て
あ
る
く
こ
と

な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
す

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
凶
し
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
は
位
決
を
さ
せ
な
い
け
的
で
、

選
挙
人

し
村

L
X
れ
注
品
川
す

る
軍
Z
-は

公
止
さ
れ
て
い
ま
す
，

公
職
の
候
補
事
引
な
ど
寄
附
祭
止
の
条

項
に
ふ
れ
る
場
合
が
あ
リ
ま
す
の
で
、

し
ゅ
う
ふ
ん
作
立
し
て
く
だ
き
い

た
だ
し
、
お
茶
や

日
常
も
ち
い
り
れ

て
い

る
作
度

の
栄
子
は
さ
し
っ
か

‘f
あ

り
ま
せ
ん
，

飲食物の提供は禁じられています

気
勢
を
張
る
行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
向
動

車
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み
、

は
ち
巻
を
し
た

り
肱
な
ど
を
た
て
て
往

来
す
る
な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で

祭
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

買
収
饗
応
の
禁
止

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た
は

選
挙
運
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物
品
な

ど
を
送
ゥ
た
り
、
約
米
す
る
こ
と
ま

た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、

Z
M
n
ゃ
い
此
比

旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他
州
千
万

に
慰
安
な
ど
を
与
え
て
歓
待
す
る
こ
と

は
買
収
に
該
当
し
ま
す

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
?
を
と
ば
し

た
り
、
選
挙
人
、
候
補
析
、
選
挙
運
動

員
な
ど
を
恥
行
か
し
た
り
、
減
説
、
集
会
、

交
通
な
ど
を
妨
中
九
けし
た
り
、
選
弔
問
の

ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
投
判
別
仁
子
山

し
来
権
を
勧
め
た
り
し
て
選
挙
の
白
山

を
妨
げ
る
と
選
挙
の
自
由
妨
害
の
界
と

な
リ
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ
ス
タ
ー
を
が

業
所
、
事
務
所
な
ど
に
叫
心
す
る
た
め

頒
布
す
る
場
合
で
も
品
反
と
な
り
ま
す
。

よ
く
庭
内
用
な
ど
と
い
っ
て
臨
時
一
倹
印

の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
一
切
認
灼
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

ま
た
、

um
内
町

E
称
し
て
窓
の
内
側
に

貼
付
し
必
行
人
に
は
え
る
上
-
，
な
工
レ

は
泣
い
叫
て
十
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こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

都
便
叫
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第 919号一

は
、
人
め
い
や
が
る
よ
う
な
細
か

い

仕
事
を
す
る
の
が
大
好
き
だ
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

御
老
人
は
、
だ
れ
か
れ
と
い
わ
ず

平
ら
な
気
持
ち
で
人
に
尽
く
し
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
に
、
体
が
健
康
で

は
ち
切
れ
そ
う
な
生
き
生
き
と
し
た

明
る
い
顔
だ
。
花
も
作
り
、
一
番
先

に
咲
い
た
花
は
お
寺
に
持
っ
て
い
き
、

二
番
目
に
咲
い
た
花
は
同
級
の
亡
く

な
っ
た
人
に
供
え
て
い
る
と
い
う
。

本
当
に
、
こ
の
御
老
人
こ
そ
生
き
神

様
、
い
い
え
親
神
様
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
人
を
助
け
れ
ば
我
が
身
が

助
か
る
、
人
を
泣
か
せ
れ
ば
自
分
が

泣
か
ね
ば
永
久
に
そ
の
罪
は
許
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と

だえつー (7)一一一昭和59年 9月16日 広 報

私

の

私
の
家
に
は
、
八
十
歳
に
な
る
祖

母
が
い
ま
す
。

祖
母
は
、
私
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
と

て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
祖
母
に
子
守
り
を
し
て
も
ら

特
山
止
の
人
は
他
の
法
律
で
禁
止
や
制
限

を
受
け
ま
す

F

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
御
老
人
は
、
多
く
の
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
、
グ
チ
一
つ
言
わ
ず
、

人
の
悪
口
も
言
わ
ず
、
人
と
人
と
の

心
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

こ
つ
こ
つ
と
一
輪
車
を
押
し
て

い
る
姿
を
見
る
度
に
、
心
で
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
も
、
こ
の
お
じ
い

さ

ん
を
良
き
お
手
本
と
し
て
、
老
後
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
黒
く
陽
に
焼
け
た
御
老
人
は
、

夜
、
床
に
入

っ
た
時
に
何
を
考
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
明
日

の
仕

事
の
計
画
を
立
て
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
何
も
か
も
知
り
尽
く
し
て
き

た
御
老
人
だ
か
ら
こ
そ
、
親
神
様
と

い
え
る
の
で
し
ょ、
っ
。

子且

母

っ
て
育
っ
た
の
で
、
H

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子
。
と
人
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
本
当

に
そ
の
と
お
り
で
、
私
は
昔
か
ら
祖

母
と

一
緒
に
寝
た
り
、
祖
母
を
相
手

に
学
校
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
真

剣
に
話
を
し
て
あ
げ
ま
す
。

祖
母
の
歩
ん
で
き
た
八
十
年
間
に

は
、
四
つ
の
大
き
な
戦
争
と
、

一
家

の
大
事
な
大
黒
柱
で
あ
る
祖
父
が
亡

く
な

っ
た
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
祖
父
が
亡
く
な
っ
た

選
挙
人
に

対

し
著
名
辺
助
す
る
こ
と

は

叫日
比
さ
れ
て
い
ま
す

J

の
で
、
祖
母
は
息
子
や
娘
八
人
を
か

か
え
、
最
も
苦
し
い
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
日
本
は
敗
戦
し
た
た
め、

戦
後
は
ど
の
家
も
と
て
も
貧
し
か

っ

た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
朝
は
ま
だ
夜
が
明

け
な
い
こ
ろ
か
ら
、
夜
は
と

っ
く
に

日
が
暮
れ
て
も
働
き
、
昼
食
と
ほ
ん

の
少
し
の
休
憩
を
と

っ
た
だ
け
で、

無
我
夢
中
で
家
族
の
み
ん
な
が
汗
水

流
し
て
働
い

た
そ
う
で
す
。
祖
母
の

そ
の

こ
ろ
は
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い

こ

と
が
あ
っ
て
も
、
「
家
の
た
め
、
家
の

た
め」

と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、
自

分
の
物
は
何

一
つ
買
わ
な
か
っ
た
と

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
祖
母
は
、
普
よ
く
働

い
た

の
で
、
身
体
の
具
合
い
が
悪
く
病
院

通
い
で
す
が
、

心
は
ま
だ
ま
だ
元
気

一
杯
で
、
私
に
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を

や
い
て
く
れ
ま
す
。

祖
母
は
、
お
盆
が
来
る
の
を
早
く

か
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
お
盆
に
は
、

祖
母
の
息
子
や
娘
た
ち
が
祖
母
に
会

い
に
来
る
か
ら
で
、
み
ん
な
楽
し
そ

う
に
世
間
話
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

祖
母
に
と
っ
て
、
自
分
の
息
子
や
娘

だ
ち
と

一
緒
に
い
る
の
が
何
よ
り
も

心
が
安
ら
ぐ
よ
う
で
す
。

私
の
十
二
年
間
は
、

祖
母
の
八
十

年
間
に
比
べ
れ
ば
、
本
当
に
わ
ず
か

し
か
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
せ
ん
。
だ

て
い
る
肌
度

の
菓
子
は

さ
し

ウ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
ョ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
私
が
歩
む
人
生

は
、
こ
の
祖
母
の
生
き
ざ
ま
を
も

っ

と
よ
く
学
び
、
長
い
人
生
一
度
と
は

言
わ
ず
、
何
度
も
何
度
も
く
じ
け
そ

は
迎

K
て
す

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ω

で
も
、

そ
の
時
は
姐
母
を
思
い
出
し
、
し

っ

か
り
と
着
実
に
自
分
の
人
生
を
歩
ん

で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す

w

ね
た
き
り
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

土屋里絵さん
(神科小・ 4年)

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ね
た
き

リ
で
す
。
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
、

ね
た
き
り
で
す
。
も
う
、
二
十
六
年

に
も
な
る
そ
う
で
す
。

私
は
、
と
き
ど
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
ま

す
。
で
も
、
だ
い
た
い
の
日
は
、
母
が

ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
ま
す
c

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
動
け
な
い
の
で
、

ど
こ
へ
も
遊
び
に
い
け
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
や
、
私

た
ち
と
話
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
私
は
、
学
校
て
あ

っ

た
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
話
し
て
あ
げ

ま
す
水
泳
の
こ
と
や
、
勉
強
の
こ

と
を
話
し
て
あ
げ
る
と
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
喜
び
ま
す
。

お
客
さ
ま
が
来
た
と
き
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
い

る

へ
や
で
、
お
話
を

し
ま
す
。
母
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

す
き
な
物
ば
か
り
作
っ
て
あ
げ
る
の

で
、
私
は
ち
ょ
っ
と
ふ
ま
ん
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
な
ん
で
や

さ
し
く
す
る
の
」
と
、
母
に
聞
く
と

「
お
母
さ
ん
た
ち
を
、
い

っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
育
て
て
く
れ
た
か
ら
よ
」

と
母
は
言
い
ま
し
た
‘

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
お
ふ
ろ
に
入

る
と
き
は
、
お
ば
さ
ん
が
お
手
つ
だ

い
に
来
て
く
れ
ま
す
お
ば
あ
ち
〈

ん
は
、
お
ふ
ろ
か
ら
あ
か

つ
て
く
る

と
、
さ

つ
は
り
し
た
よ
う
な
頗
を
し

て
、
あ
か

つ
て
き
ま
す
。

私
は
早
く
大
き
く
な

っ
て
、
も
し

お
い
し
や
さ
ん
に
な
れ
た
な
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
足
を
な
お
し
て
あ
け

て
、
一
度
で
も
い
い
か
ら
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
歩
く
と
こ
ろ
を
見
た
い
で

す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
厄
公
で

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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市

役

所
(
資
料
館
)

国

分

寺

史

跡

公

園込以，

寸ー

校

Cコース

上農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー士最

10月12日(金)

染第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

役

市市

Bコース

1青自

5童

屋

浄

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
「
市
の
施
設

を
凡
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
地
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
御
参
加
く
だ
さ
い
。
お
一
人

で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
参
加
料
は
無

料
で
、
量
食
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

見
学
コ

l
ス
・
日
程
・
:
下
表
の
と
お

り
で
す
。

集
合
場
所
・
・
・
市
役
所
正
面
玄
関
前

定
員
:
・
各
コ

l
ス
と
も
四
十
五
名
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
秘
書
課

秘
占
広
報
係
、
お
申
し
込
み
は
電

話
で
け

つ
こ
う
で
す
。

10月9日(火)

中目

71<. 
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園

老

人

福

祉

セ

ン

タ
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所

市市

Aコース

1肖占

ィ支ィ9::

所

10月8日(月)

わ

防

署

報

r-L--

ナ

書

図

官官

し

ば

山

荘

因
dじρ

寮

市 下

水

浄

化

セ

ン

タ

ー
'
ず
l
l

-
門
戸
h

役

ト

ッ

。フ

を

切

っ

て

県

美

術

展

V

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

乾燥機 15，000円 ベビーカー

オーフ/テ、ッ キ 25，000円 ベビータンス

足時ミンン 無料 ベビーラ ック
-、戸L ザ〆 J、 15，000同 フ、ランコ

"1L気オルガン 5，000円 三 輪 車

カスコン ロ 500円 すべり台

カス炊飯器 1，500円 レコードプレーヤー

二ー曲jJ定 5，000円 カラ テレビ

カラオケ 30，000円 ジューサー ミキサー

アニスラケソ 卜 {硬式) 5，000円 扇風機

III物ij!ナ 5，000円 洗濯機

有i41¥昔it 無料 手口ターンス

ノ、ソコ J 120，000円 卓球台

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 サイドボード

どんなものでも登録しましょう。 プレハブの部屋

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

ρ

不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

( 9月7日現任)不用品登録情報(主なもの)

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す

が
、
紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品

登
録
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、

取
り
引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引

8

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
活

す

一生
弘
法

一
ら
絡
寸

一
以
随
川

一
ま
オ

負

一り
U

げ
を

一
あ

一
背
任

一が

持

責

一
物

J

一品

νは

一
い
旧
て

一し

3
い

一

z
e綬コ

引

内

ご
:
L
 

つ

山
肌

J

-

ぃ河川
hu
い

M
M、
ル
さ

物
置
ブ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
の
了

り
課
後
御

す

境

介

で

ゆ
環
犯
の

〈
V

ハゾ

行

て
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司

P 

iム
8 :1 

9 

ト
ッ
。フ
を
切
っ
て
県
美
術
展
V

県
美
術
展
が
、

9
月
2
日
か
ら

9
日

ま
で
、
上
回
公
園
内
の
市
民
会
館
と
総

合
展
示
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
上
回
会
場
が
県
下

7
会
場
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
聞
か
れ
、
H

芸
術
の
秋
H

に

ふ
さ
わ
し
い
約
制
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

f二、えつ一(9)一一一 昭和59年 9月16日 広報

ノ
'&，，，，，，%' / 翁恥 必 / 

A水道60年の歩み
市営水道60年を記念して、 8月30日から 9月 3日までの 5日間、上田

西武では「上田市水道60年回顧展」が聞かれました。会場には、 60年の

歩みを物語る約50枚の写真や給水区域の移り変わり;などの図表、官:水器

や水道管などの器村が展示され、訪れた市民の関心を呼んでいました。

吋

lllu
m

L

〆
F

-
〆

3

・M
U

--
，

二

件

7

1
n

乾

オ

足

ミ

五

カ

カ

ゴ

-

カ

テ

治

恒

可同 園宅百・"
、竺掴私

企市役所で、防災訓練
「防災め日」 の 9月 1日、市役所では市職員による防災

訓練を実地しました 午前10時に大地μが発生したとの

恕定で、避知訓練や女子職員による消火訓練(=写真)、

6階からハシ コヰLや紋命袋で脱出する救助訓練などを次々

に行_~ 、 ました 。

OL 

御利用ください

市政提言箱「こだま」
市政提言粕「こだま」は、市民め皆さんか ら行

政に対する要望や芯ー見などを受けるために設け て

あります《皆さ んがお気付きにな っているこ と、

どん なことてもお z作き くださし、。 設抗士易所は 、rb

役所 1階ロビー 、八卜二銀行上田五円、中央公民

館、 1M.田 公民館、川両公民館てす ，

ボランティア講座に御参加を
き・・・10月 8日(JJ)午前 9時30分か ら午後 3時

(午前 91l与に上田市福祉会館へー集合)

ところ ー・ か リ ウ・ね ' tl';'l ~ h'J神薄弱者更生施設 j

昼 食-一250トlj 作t'lfi.:tll_) 

申込先.•• l-.fl:l r1 iボラ ンテ ィア連絡協議会・ボラ ン

ティア コーナ-ft@2629へ 10}j4 l-:l (村

までに1.1'Uj~主系住 え だき L、

と

ゆ
時
間
の
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縁
の
写
真

お知らせ

圏直1

え

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

つ

作
品
を
募
集
中
で
す

広報

都
市
計
画
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
5
5

毎
年
、
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
は
「
都
市
緑
化
月
間
」
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

結
盟
か
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
都
市
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
緑

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
行
事
に
ち
な
ん
で

「
緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
現
在
、
そ
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
御
応
募
く
だ
さ
い
。

題
材
:
・
綜
の
あ
る
風
景
(
長
野
県

内
で
見
ら
れ
る
風
封
)

ー第 919号号ー

也
事
陸
ユ

Z
E防
護
ヒ

品 .同 町

「神制地区第1回こどもスポーツ大会」

ガ、8月26日五中で行われましだ。自治会

ごとにチームを作って出場した小学生たち

は、あ白さん芝ちの声E震を受けながら、男

子はソフトボール、女子はドツチボーJレ(=
写真〉に分れて試合をしました。

規
格
:
・
四
ツ
切

(
モ
ノ
ク

ロ
、
カ

ラ
l
)

締
め
切
り
・
:
九
月
二
十
九
日
出

提
出
先
・
・
・
都
市
計
画
課

作
品
展
示
期
日
・
会
場
・
:
十
月

一
日

円
か
ら
十
五
日
間
ま
で
、
市
役
所

一
階
ロ
ビ

l
に
展
示
し
ま
す
。

ー
働
く
婦
人
の
家

1

和
裁
・
毛
糸
機
械
編
の

受
講
者
を
募
集

働
く
婦
人
の
家
宮
⑫
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
婦
人
就

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

次
の
と
お
り
和
裁
と
毛
糸
機
械
編
の

技
術
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。
受
講
を

御
希
望
の
皆
さ
ん
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

応
募
締
切
日
・
:
九
月
二
十
五
日
同

対
象
者
・
:
市
内
に
お
住
ま
い

の
婦
人

で
、
初
心
者
に
限
り
ま
す
。

定
員
・
:
和
裁
二
十
名
、
機
械
編
十

五
名
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
)

募
集
期
間
・
:
九
月
二
十
四
日
仰
か
ら

(
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、

た
だ
し
日
曜
日
は
午
後
五
時
ま
で

水
曜
日
は
休
館
日
)

講
習
期
間
・
:
十
月
十
八
日
闘
か
ら
休

館
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

二
十
一
日
間

講
習
時
間
・
・
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
三

土
寸

講
習
内
容
:
・
和
裁
は
肌
ジ
ュ

パ
ン
、

女
物
男
物
浴
衣
、
ウ

l
ル
な
ど
。

毛
糸
機
械
編
は
針
さ
し
、
ベ
ス
ト
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
(
編
機
は
用
意
し

て
あ
り
ま
す
)。

受
講
料
・
・
・
無
料

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

程
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5

〈
五
十
九
年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱

者
試
験〉

と

き

・
:
十
一
月
八
白
川

と
ニ
ろ
:
上
回
合
同
庁
舎
、
上
小
建

十
日
ま
で
に
実
行
委
員
会
ま
で
お
申

設
業
会
館
、
上
田
市
消
防
会
館

願
書
受
付
・
:
十
月

一
日
間
か
ら
十
月

五
日
樹

試
験
の
種
類
:
・
甲
種、

乙
種
全
類、

丙
種

願
書
受
付
場
所
・
・
・
上
小
地
方
事
務
所

総
務
室

受
験
願
書
な
ど
:
受
験
願
書
お
よ
び

試
験
実
施
案
内
は
、
消
防
本
部
予

防
課
お
よ
び
上
小
地
方
事
務
所
総

務
室
に
あ
り
ま
す
。

〈
危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習
会
〉

と
き
:
・
十
月
二
十
五
日
同
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時

と
ニ
ろ
・
:
上
田
合
同
庁
舎
講
堂

受
講
申
込
期
間
・
・
・
十
月
十
五
日
間
か

ら
十
月
二
十
日

ω(期
間
内
で
も

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

手
紙
切
手
展
を

開
催
し
ま
す

上
田
郵
便
局
で
は
、
記
念
切
手
の

原
画
と
切
手
パ
ネ
ル
の
展
示
や
、
市

内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
秘
蔵
の

手
紙
や
切
手
類
を
お
借
り
し
て
「
手

紙
切
手
展
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
υ

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
会
場
で
記
念
切
手

の
再
販
売
や
、
「
手
紙
切
手
展
」
の
小

型
日
付
印
の
押
印
も
行
い
ま
す
。

と
き
:
・
九
月
二
十
一
日
幽
か
ら
同

二
十
四
日
間

と
こ
ろ
:
・
上
田
西
武
三
階
ア
ー
ト
サ

ロ
ン

精
神
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

社
会
復
帰
訓
練
施
設

「
山
び
こ
の
家
」
開
設

精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局

宮(⑫
3
2
4
7
(午
後
の
み
)

山
び
ニ
の
家

宮
⑧
9
0
5
6
(午
前
の
み
)

こ
の
た
び
、
精
神
障
害
者
家
族
会

で
は
、
軽
作
業
を
し
な
が
ら
社
会
復

帰
を
す
る
た
め
の
作
業
訓
練
の
場
と

し
て
、
「
山
び
こ
の
家
」
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
し
た
。

「
山
び
こ
の
家
」
は
、
出
合
い
の

場
、
交
流
の
場
を
目
指
し
て
い
ま
す

の
で
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
と
作
業

な
ど
を
通
じ
て
社
会
復
帰
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

と
き
:
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
大
字
上
田
原
五

O
八

|
司

-



内
で
見
ら
れ
る
風
景
)
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障
害
者
作
品
展
と

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

「凡

O
」
が
特
別
出
演

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

3
7
3

有
線
②
0
7
9
1

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催

で
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
「
心
身
障
害

者
作
品
展
」
と
「
市
民
ふ
れ
あ
い
広

場
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
は
、

つ
上
田
市
出
身
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル

ー
プ

報

「

比

O
」
の
お
二
人
が
、
友
情
出
演

広

の

街

頭
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
ま
す
。

口
UF

O
 

白
川口ヨ年Q

d
 

p
「
υ

門

U
手
小
，

刀口 だえ

心
身
障
害
者
作
品
展

と
き
:
・
九
月
二
十
九
日
出
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
、
同
三

十
日
川
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

と
ニ
ろ
:
・
海
野
町
会
館

一
階

展
示
内
容
:
・
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
作

品
展
示
、
施
設
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介

応
募
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
心

身
障
害
児
者
の
皆
さ
ん
、
お
よ
び

心
身
障
害
児
者
施
設
に
入
所
し
て

い
る
皆
さ
ん

だ
さ
い
。
電
話
て
も
け
づ

こ
う
で
す
。

応
募
締
切
日
:
-
九
月
二
十
五
日
同

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

と
き
:
・
九
月
三
十
日
間
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
海
野
町
日
曜
広
場

内
容
:
・
「
比

O
」
街
頭
コ
ン

サ
l

ト

(
正
午
か
ら
)
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
l
、
障
害
者
作
品
即
売
会
、
金

魚
す
く
い
、
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

障
害
者
の
皆
さ
ん
に

列
車
の
旅
を

「
ひ
ま
わ
り
号
」
の

バ
ザ
l
に
御
協
力
を

「
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
信
州

実
行
委
員
会
」
で
は
、
さ
ま
さ
ま
な

障
害
の
た
め
に
列
車
に
乗
り
た
く
て

も
乗
れ
な
い
人
た
ち
の
希
望
を
か
な

え
よ
う
と
、
十
一
月
三
日
、
上
田
か

ら
上
越
の
水
族
館
ま
で
「
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
ト
レ
イ
ン
ひ
ま
わ
り
号
」
を

走
ら
せ
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
資
金
を
つ
く
る
た
め
に
、
次

の
と
お
り
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
御
家
庭
で
眠

っ
て

い
る
不
用

品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
寄
付

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

御
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
九
月
三

と
ニ
ろ
・
:
上
回
合
同
庁
舎
、
上
小
建

な
お
、
当
日
は
会
場
て
記
念
切
手

と
こ
ろ
:
・
大
字
L
し
岡
原
五
し
八

十
日
ま
で
に
実
行
委
員
会
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

〈
パ
ザ
l
日
程
〉

十
月
七
日
制
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
三
十
分
、
海
野
町
日
曜
広
場

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
信
州
実

行
委
員
会
宮
⑫
7
9
3
3
(
毎
日
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
同
九
時
)

無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

長
野
地
方
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部

宮
(⑫

0
0
0
3

県
弁
護
士
会
上
田
地
区
会
と
上
田

裁
判
所
調
停
委
員
協
会
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
始
ま
る
「
法
の
日
」
週
間

行
事
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と

き

:

・
十
月
五
日
幽
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
役
所
六
階
会
議
室

相
談
内
容
・
:
金
銭
貸
借
・
商
取
引
・

借
地
借
家

・
交
通
事
故
な
ど
民
事

関
係
の
こ
と
、
夫
婦
聞
の
問
題
・

親
子
間
の
問
題
・
相
続
の
こ
と
な

ど
、
家
庭
裁
判
所
が
扱
う
事
項
お

よ
び
刑
事
事
件
関
係
の
こ
と
な
ど

法
律
問
題
一
切
で
す
。

r船舶相今ミ年令ミ今ミ伊都恥年船舶 Cドf

E j  
j-保険税第3期(

今月の納税は、国民健康保険税第 3

2期です。税金は、納期内に納入されま 1
2すよう御協力ください。

宮 今月の納期限は 10月 1 自明です。~

;〈収…1一
j税悦金で つくろう ; 

; みんなの 明るい社会 ;

(市内中学生納税標語入選作品)

10月の乳幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

0母子健康手帳と パスタ オル(4・10か月児)、ノ、ブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちください。

ぷ~ 場 M 診 実地日 .r--t 象 児

4か月児
10月2日 59年 5月16日-5月31日生

10月16日 59年 6月1日-6月15日生

10か月児
10月3日 58年11月16日-11月30日生

上田市保健セ ンタ ー 10月17日 58年12月1日-12月15日生
(市役所南庁舎2附) 10月4日 58年 3月16日-3月31日生

1歳6か月児
10月18日 58年 4月1日-4月15日生

3 員長児
10月5日 56年 9月1日-9月15日生

10月22日 56年 9月16日-9月30日生

4か月児
10月9日

59年 5月16日-6月15日生

t孟悶f，'l:[-健康センター 10か月児 58年11月16日-12月15日生
I ~昆困地~J l員長6か月児

3 歳児 10月12日 56年 8月1日-9月30日生

4か月児 59年 5月16日-6月15日生

川商社会制担t.セ ンター 10か月児 10月118 58年11Fl16日-12月15日生
1I1i"i地区} 1歳6か月児 58年 3月16日-4月15日生

3 ;a児

※亦ちゃん予艇を御利用ください。



1日

，103) 

54) 

49) 

16) 

ー 第 919号 広報うえだ 昭和59年 9n 16日一一一ω-
昭和59年度犬の登録と秋季予防注射日程表

必ず受けよう同日 地区 時 「片l 士J占 戸斤

*部地区
9 :00-9 :40 跨入公会堂

10
2 10:00-10:30 東 部地区防災センター

(必 北部地区
9 :00-9 :40 新田区民会館

10: 00-10: 30 H月 照会

一 9 :00-9 :30 西 脇 会 自官

10 3 
西部地区

9 :50-10:30 新 屋 ~ス、 豊富

(水) 域川下辺地区
9: 10-9 :40 報恩寮前

10 : 00 -10 : 40 諏 訪 形 公 会 主

9: 10-9 :40 下塩尻公会堂

10 4 
I孟尻地区 10 :00-10: 30 塩 尻 地 区 公 民 館

10: 40 -11: 10 秋 手口 公 ~エ~ ~ 
(本)

域川下辺地区
9 :10-10:10 川 辺 町 会館

10 : 30 -11: 20 中之条公会堂

品神科殿I也区
9: 10-9 :40 市豊殿支所

1九 10:00-10:50 上野 が丘 公民 館

泉川西田地区
9: 10-9 :40 小 泉区民会館

Gお 10:00-10:40 泉回公民館

塩田地区
9: 10-9: 50 東塩田老人集会所

l九 10 : 10 -10 : 50 市塩田支所

(11) 神川地区
9: 10-9 :50 神川 地区公民館

10 : 20 -11 : 00 大屋公会堂

毎回地区
9: 10-9 :40 西塩田事業所

1九 10 : 00 -10 : 30 相染 闘

9: 10-9 :30 農協 泉 田 支所
(刈 川西地区 9 :50-10: 10 f 古田公民館

10 : 30 -11 : 00 市 )11 西 支 戸斤

9 :00-9 :20 東部地 区防災セ ンター
東部

九 南部地区 9 :40-10: 10 南天 神町 公会堂

10:30-11:00 市役所(西庁舎車庫円ii)
(*l 9 :00-9 :30 上 川 原柳 町 公会堂

保険料の納め忘れ北部地区
9: 50-10:30 新田区民会館

ご注意ください

川辺地区
9: 10-9 :40 川 辺 町 会 館

101/ 2 
9 :50-10:20 御所公会堂 保険料の納め忘れはありませんか。将来、確実に城下
10 : 30 -11 : 00 一好 町 公会堂

陶 9 :00-9 :20 上紺屋 町 公会堂
年金を受けるためには、月々の保険料をきちんと納

北音~.t也区 9 :40-10:00 新屋会 宮古 めているこ とが必要です。年金はあなたにとって大
西部

10 : 10 -10 : 40 常磐 町 会 自官 切な財産です。納め忘れがないよう納期限をいつも

川辺地区
9 :10-9 :40 神畑公民館

確認し、計画的に納めるように心がけましょう。
10 15 

10 : 10 -10 : 20 上半過公会堂
泉田

10 : 30 -11 : 00 下之条公会堂
(JJ) 9: 10-9・50 消防 旧東 北分 署 便利で確実「口座振替」の御利用を

神科地区
10 : 00 -10 : 50 金井公会堂

9: 10-9 :40 殿城郵便局円IJ お忙 しい方、不在がちの方、納め忘れの心配な方

10 16 
盟殿地区 10 : 00 -10 : 20 農村環境改善センター

10: 30-11:0。町吉田公会堂
には 口座振替をお勧めします。お申し込みは、 59年度

(:)() 
持l川地区

9:10-9:30 神 川 地区公民館 の納付書、預金通帳、印鑑をお持ちになって、あなた

神科
9 :40-10: 10 下青木公会堂 の預金口座のある市内金融機関(郵便局を除く)で。
10:30-10:50 岩門公会堂

9 :20-9 :50 中組公会堂
申込用紙は、各金融機関にあります。本人名義の

10 17 
1:1;;.回I也区

10:10-10:50 下之郷公会堂 口座のほか世帯主、配偶者などの 口座からも振り替

(7ト} 神神J.IUl'科EI也区
9 :00-9 :20 合同庁舎裏庭 えることができます。
9 :40-10: 10 染屋ハ~ムZ三五A邑

JII 10 : 30 -11 : 00 国分イ王堂円IJ

9 :10-9 :40 舞 回 /]:: 会堂
ー----ー ー ー ー ー ーーーーーーーーーー ー ー ーー・ー --ー・ ・ ・ ー・ ーー ーーーーーーーー ・ー 『 ー ー一 一- 一E 一T 一一 ー一 ー一 ー一 ー一 ーー

10 18 
出回地区 9 :50-10:20 f呆 野 公会堂 現況届は出しましたか

10 : 30 -11 : 00 市 塩 回 支 戸斤

(本) 9 :20-9 :40 上室貨基幹センター 年金受給者 現況届を出し忘れると年金の支払:
川西地区 10 : 00 -10 : 20 下室TZ生活センター

の皆さんへ いが一時差し止められます。 この現 ;
10:40-11: 10 市 )11 西 支 戸斤

10 19 Iii回I也区

9 :20-9 :40 相染閣 況届はあなたがヲ|き続き年金を受けられるかを確 :

10 :00-10: 10 野念公会堂 認するための大切な届けです。
(お 10: 30 -10 : 50 西塩田事業所

老齢年金や通算老齢年金を受けている方は、杜;

川，1九市

11 : 00 -11 : 20 西塩田会館

9 :00-11 :00 合同庁舎裏庭
会保険庁から送られてくる現況屈のハ方、キに市長;

の証明を受けて、 誕生月の末日までに返送してい;

ただくことになっています。
ー----ーーー ーーーーーーーー ーー・ ー ーーーーー一 ー一一ー一ー ー一ー一 ー一 ー一ー一 ーーーーーー一 ー一一ー一ー一一一〒ー一ー一ー一 ーーーー甲骨---ーーーーーー・
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